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第８ ０ 回国民スポーツ大会青森県準備委員会 

         令和２ 年度事業報告（ 案）  

 

１  開催準備業務 

主な業務 内   容 

（ １ ） 各種基本方針等の策定 

 

 

・ 開催準備総合計画（ 第３ 次） 改正 

・ 専門委員会規程改正 

・ 競技施設整備計画（ 第１ 次） の策定 

・ 記録業務基本方針の策定 

・ 宿泊基本計画の策定 

・ 医事・ 衛生基本方針の策定 

・ 警備・ 消防防災基本方針の策定 

 

（ ２ ） 会場地市町村の選定等 

 

・ 第８ 回及び第９ 回常任委員会で正式競技種別変更及び 

競技会場の変更について審議・ 承認 

・ 第８ 回常任委員会でデモンスト レーショ ンスポーツ会 

場地市町村第三次選定を審議・ 承認し 、 １ 市１ 競技が内定

・ 第９ 回常任委員会でデモンスト レーショ ンスポーツ会 

場地市町村第四次選定を審議・ 承認し 、 １ 市１ 競技が内定

 

（ ３ ） 競技役員等養成の補助 ・ 令和２ 年度第８ ０ 回国民スポーツ大会競技役員等養成事

業補助金交付要綱を制定し 、県競技団体に対し 補助を実施

（ ４ ） 広報活動の推進 

 

 

・ あおも り 国スポ開催Ｐ Ｒ のための広報物作成及び配布 

・ あおも り 国スポのＳ Ｎ Ｓ 開設（ Yout ube, Facebook,  

I nst agr am）  

・ あおも り 国スポ専用ホームページの開設 

 

（ ５ ） その他開催準備業務の推進 ＜開催申請書の提出＞ 

６ 月１ 日 ・ 知事、 教育長、 県スポーツ協会会長が、 文部

科学省と 公益財団法人日本スポーツ協会に開

催申請書（ 冬季大会及び本大会） を提出 

９ 月２ ５ 日 ・ 鹿児島国体を令和５ 年に開催するこ と が決定

し 、こ れにより 第８ ０ 回国民スポーツ大会（ 冬

季大会及び本大会）を令和８ 年に一年延期する

こ と が決定 

１ ０ 月８ 日 ・ 公益財団法人日本スポーツ協会臨時理事会

において、 第８ ０ 回国民スポーツ大会（ 冬季

大会及び本大会） の開催地と し て内定 

第６ 回総会 第１ 号議案 
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 ＜その他業務＞ 

・ 開催年変更に伴う 愛称・ スローガン規定書体の修正 

・ 大会マスコ ッ ト キャ ラ ク タ ー「 アッ プリ ート 君」 展開形

（ デモンスト レーショ ンスポーツ） 作成及び開催年変更に

伴う デザイ ンの修正 

 

 

 

２  会議の開催 

（ １ ） 総会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案 

第５ 回総会 

 

 

 

 

R2. 7. 22 

 

 

 

書面開催 

 

 

 

・ 令和元年度事業報告 

・ 令和元年度収支決算 

・ 令和２ 年度事業計画 

・ 令和２ 年度収支予算 

 

 

（ ２ ） 常任委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案 

第８ 回 

常任委員会 

 

R2. 6. 1 

 

 

書面開催 

 

 

・ 正式競技種別変更及び競技会場の変更 

・ デモンスト レーショ ンスポーツ会場地 

市町村第三次選定 

・ 競技施設整備計画（ 第１ 次）  

・ 専門委員会規程改正 

 

第９ 回 

常任委員会 

 

 

 

 

R3. 2. 1 

 

 

 

 

 

ホテル青森 

 

 

 

 

 

・ 開催準備総合計画（ 第３ 次） 改正 

・ 正式競技種別変更及び競技会場の変更 

・ 記録業務基本方針 

・ デモンスト レーショ ンスポーツ会場地 

市町村第四次選定 

・ 宿泊基本計画 

・ 医事・ 衛生基本方針 

・ 警備・ 消防防災基本方針 
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（ ３ ） 専門委員会 

  ア 総務企画専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第８ 回 

総務企画専門 

委員会 

 

R2. 5. 15 

 

 

 

書面開催 ・ 正式競技種別変更及び競技会場の変更 

第９ 回 

総務企画専門 

委員会 

 

R3. 1. 22 青森県庁東棟５ 階

中会議室 

・ 開催準備総合計画（ 第３ 次） 改正 

・ 正式競技種別変更及び競技会場の変更 

 

   イ  競技運営専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第７ 回 

競技運営専門 

委員会 

R2. 6. 26 

 

 

書面開催 

 

・ 記録業務基本方針 

・ デモンスト レーショ ンスポーツ会場地 

市町村第四次選定 

 

 

  ウ 施設専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第３ 回 

施設専門委員会 

R2. 4. 24 

 

 

書面開催 

 

・ 競技施設整備計画（ 第１ 次）  

 

    エ 広報・ 県民運動専門委員会  

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第７ 回 

広報・ 県民運動 

専門委員会 

R2. 5. 28 

 

 

 

書面開催 ・ 令和元年度広報活動の取組実績及び令和

２ 年度広報活動の取組予定（ 報告）  

・ イメ ージソ ングの歌唱者（ 報告）  

 

  オ 宿泊専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第２ 回 

宿泊専門委員会 

 

R2. 12. 22 

 

 

青森県庁東棟５ 階

中会議室 

 

・ 宿泊基本計画 

 

  カ  輸送・ 交通専門委員会 

  輸送・ 交通基礎調査の実施及び調査分析のため、 令和２ 年度は未開催。  
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  キ 式典専門委員会 

  鹿児島国体延期により 、 令和２ 年度は未開催。  

 

  ク  医事・ 衛生専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第１ 回 

医事・ 衛生専門委

員会 

 

R2. 10. 28 

 

 

青森県庁東棟５ 階

中会議室 

 

・ 医事・ 衛生基本方針 

 

  ケ 警備・ 消防専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第１ 回 

警備・ 消防専門委

員会 

 

R2. 10. 27 

 

 

青森県庁東棟４ 階

Ｅ 会議室 

 

・ 警備・ 消防防災基本方針 

 

  コ  水泳（ 飛込） 競技運営専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第１ 回 

水泳（ 飛込） 競技

運営専門委員会 

 

R2. 12. 1 

 

 

書面開催 

 

・ 水泳（ 飛込） 競技会開催準備総合年次計

画 

・ 水泳（ 飛込） 競技会開催基本計画 

 

  サ 馬術競技運営専門委員会 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

第１ 回 

馬術競技運営専

門委員会 

 

R2. 12. 1 

 

 

書面開催 

 

・ 馬術競技会開催準備総合年次計画 

・ 馬術競技会開催基本計画 

・ 馬事衛生部会設置要綱 

第１ 回 

馬事衛生部会 

 

R2. 12. 21 書面開催 ・ 第１ 回馬術競技運営専門委員会決定事項

（ 報告）  

・ 先催県の馬事衛生業務（ 報告）  

 

 

（ ４ ） 市町村・ 競技団体担当者会議    

会議名 開催年月日 開催場所 説明事項等 

第３ 回 

会場地市町村 

担当者会議 

 

R2. 5. 11 

 

書面開催 

 

 

・ リ ハーサル大会運営補助金（ リ ハ大会）

及び会場地市町村運営交付金（ 本大会） の

競技会に係る市町村への支援制度 

・ 愛称・ スローガン及びマスコ ッ ト キャ ラ
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ク タ ー「 アッ プリ ート 君」 の活用 

・ 練習会場及び競技用具整備計画第一次調査

・ 競技役員等第一次編成調査 

・ 競技別リ ハーサル大会開催意向（ 第１ 次） 調査

・ 会場地市町村競技施設仮設等対応費補助金

・ 宿泊施設実態調査等の実施 

 

第３ 回市町村担

当者会議・ 第３ 回

競技団体担当者

会議 

R3. 1. 20 青森県総合社会教

育セ ン タ ー大研修

室 

＜第１ 部＞ 

・ 大会内定等 

・ 大会全体会期 

・ 競技別会期 

・ デモン スト レ ーショ ン スポーツ 第五次

（ 最終） 募集 

＜第２ 部＞ 

・ リ ハーサル大会運営補助金（ リ ハ大会）

及び会場地市町村運営交付金（ 本大会） の

競技会に係る市町村への支援制度 

・ 練習会場選定スケジュ ール 

・ 競技用具整備計画のヒ アリ ング 

・ 競技役員等の養成及び編成 

・ 競技別リ ハーサル大会 

＜第３ 部＞ 

・ 令和３ 年度第８ ０ 回国民スポーツ大会市

町村競技施設仮設等対応費補助金 

・ 宿泊施設実態調査 

 

 

（ ５ ） 開催県検討会議 

会議名 開催年月日 開催場所 議  案  等 

令和２ 年度 

第２ 回国体開催

県検討会議 

 

R3. 1. 13 

 

 

オンラ イ ン開催 

 

＜施設調整関係分科会＞ 

・ 馬事衛生業務 

＜競技用具整備部会＞ 

・ 競技用具の売買の基本的スキームの検討

・ 競技用具整備に関する日本スポーツ協会

及び中央競技団体と の協議 

・ 競技用具整備に係る事例や課題等の情報共有
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３  中央競技団体正規視察 

  令和３ 年度に予定し ている水泳（ 競泳・ 水球・ Ａ Ｓ ・ Ｏ ＷＳ ） の視察実施に向け、 日程調整や

資料作成等の準備を行っ た。  

 

４  各種調査の実施 

主な調査 内  容 

市町村・ 競技団体ヒ アリ ング ・ 会場地選定（ 会場変更） に係るヒ アリ ング 

・ 各種調査実施に係るヒ アリ ング（ 練習会場及び競技用具整備

計画第一次、 競技役員等第一次編成、 競技別リ ハーサル大会開

催意向（ 第１ 次） ）  

・ 各種補助金に係るヒ アリ ング（ リ ハーサル大会運営費、 競技

役員等養成事業費、 市町村競技施設仮設等対応費）  

 

先催県の情報収集 

 

 

 

 

・ 令和２ 年度開催県検討会議（ 第１ 回は書面、 第２ 回はリ モー

ト で開催） で意見交換 

・ 第７ ６ 回国民体育大会（ 三重と こ わか国体） の開催準備状況

や業務運営等について情報収集 

宿泊施設実態調査等 ・ 県内の宿泊施設等の実態を把握し 、 選手・ 監督、 役員、 視察

員及びその他の関係者の宿泊について充足対策や仮配宿の検討

等、 今後の配宿計画策定の資料と するため、 宿泊施設や会場地

市町村に対し 、 ( 1) 宿泊施設実態調査、 ( 2) 転用施設調査、 ( 3)

民泊意向調査を実施。  

 

輸送・ 交通基礎調査 ・ 大会に参加する選手・ 監督、 役員、 視察員、 報道員及びその

他関係者並びに一般観覧者の輸送について、 今後策定する輸送

・ 交通実施計画の基礎資料と するため、 資料の収集や推計、 現

況調査、 ルート の検討等を業務委託により 実施。  

 

５  協議・ 連絡調整の実施 

主な調整先 内  容 

公益財団法人日本スポーツ協会 ・ 令和２ 年度国民体育大会委員会への出席（ リ モート 参加）  

 

 

公益財団法人日本スポーツ 協会及

び中央競技団体（ ボート 、ラ イフ ル

射撃、 馬術）  

 

・ ボート 、 ラ イ フ ル射撃及び馬術の３ 競技について、 開催県検

討会議競技用具整備部会で提出さ れた意見等を 日本スポーツ協

会、 中央競技団体及び青森県の三者による協議を実施。  
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第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会 

令和２年度収支決算（案） 

 

収入決算額 ２６，４９３，２４５円 

支出決算額 ２６，４９３，２４５円 

差引残額           ０円 

 

１ 収入の部 

 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 支出の部 

 

（単位：円） 

 

第６回総会 第２号議案 

予算額 補正額 現計予算額 A 決算額 B
差引額
A-B

備考

55,017,000 △ 26,501,000 28,516,000 26,492,866 2,023,134

0 0 0 379 △ 379 預金利息

55,017,000 △ 26,501,000 28,516,000 26,493,245 2,022,755

科目

県負担金

諸収入

合計

予算額 補正額 現計予算額 A 決算額 B
差引額
A-B

備考

43,209,000 △ 17,485,000 25,724,000 24,192,555 1,531,445

常任委員会等の
会議開催経費
競技役員等養成
経費
広報啓発経費

11,808,000 △ 9,016,000 2,792,000 2,300,690 491,310 事務局運営経費

55,017,000 △ 26,501,000 28,516,000 26,493,245 2,022,755

事務局費

合計

科目

事業費
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第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会 

令和３年度事業計画（案） 

 

 第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会の令和３年度事業計画は、次のとお

りとする。 

 

１ 開催準備業務 

（１）各種基本方針等の策定 

（２）会場地市町村の選定等 

（３）競技役員等養成の補助 

（４）広報活動の推進 

（５）その他開催準備業務の推進 

 

２ 会議の開催 

 （１）総会 

 （２）常任委員会 

 （３）専門委員会 

    （総務企画、競技運営、施設、広報・県民運動、宿泊、輸送・交通、式典、

医事・衛生、警備・消防、県外開催（水泳（飛込）、馬術）競技運営） 

 （４）市町村・競技団体担当者会議 

 （５）開催県検討会議 

 

 ３ 中央競技団体正規視察 

 

４ 各種調査の実施 

（１）市町村ヒアリング・競技団体ヒアリング 

（２）先催県の情報収集 

（３）宿泊施設実態調査 

 

５ 協議・連絡調整の実施 

公益財団法人日本スポーツ協会及び関係機関・団体との連絡調整 

第６回総会 第３号議案 
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第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会 

令和３年度収支予算（案） 

第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会の令和３年度収支予算は、次のとお

りとする。

１ 収入の部

（単位：千円）

２ 支出の部

（単位：千円）

第６回総会 第４号議案 

本年度予算額
うち暫定予算額

負 担 金 ３８,１０３ ２９,７４４ 青森県負担金

合　　計 ３８,１０３ ２９,７４４

明説目科

本年度予算額
うち暫定予算額

事 業 費 ２８,３９３ ２４,９３５

事務局費 ９,７１０ ４,８０９ 事務局運営費

合　  計 ３８,１０３ ２９,７４４

明説目科

総会、常任委員会及び専門委員
会等会議開催経費、広報啓発費、
競技役員等養成費、開催県検討
会議開催経費

2 6

令和３年７月９日
第６回総会　決定
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第８０回国民スポーツ大会会期 

 

 

 

 第８０回国民スポーツ大会の会期について、（公財）日本スポーツ協会に次の３案を提出する。 

 

 

 

  第１案  ２０２６年（令和８年）１０月１０日（土）～１０月２０日（火） 

 

  第２案  ２０２６年（令和８年）１０月１１日（日）～１０月２１日（水） 

 

  第３案  ２０２６年（令和８年）１０月 ９日（金）～１０月１９日（月） 

 

  ※希望順位は第１案～第３案の順 

令和３年１２月２１日 

第１０回常任委員会 決定 
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第８０回国民スポーツ大会競技会場の変更 

 

 

 

 競技名 種別 市町村名 開催予定施設 

１ サッカー 成年女子 十和田市 

変更前 
十和田市高森山総合運動公園球技場 

十和田市若葉球技場 

変更後 
十和田市高森山球技場 

十和田市高森山人工芝多目的グラウンド 

 

（留意事項） 

 開催予定施設は、現時点で競技を開催できる能力を有する施設として判断したものであり、今

後、会場の追加・変更等が生じる場合がある。 

令和３年１２月２１日 

第１０回常任委員会 決定 
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第８０回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ 

開催競技及び競技会場の変更 

 

 

１ 第８０回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ開催競技の変更 

【開催希望申請を取下げした競技】 

市町村名 競技名 開催予定施設 主管団体名 

青森市 アクアスロン 青森港新中央埠頭 青森県トライアスロン協会 

 

 
２ 第８０回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ競技会場の変更 

【会場新設による会場変更競技】 

市町村名 競技名 
開催予定施設 

変更前 変更後 

平川市 インディアカ 平賀体育館 ひらかわドリームアリーナ 

 

（留意事項） 

 開催予定施設は、現時点で競技を開催できる能力を有する施設として判断したもので

あり、今後、会場の追加・変更等が生じる場合がある。 

 

令和３年１２月２１日 

第１０回常任委員会 決定 
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第８０回国民スポーツ大会記録業務基本計画 

 

第８０回国民スポーツ大会の記録業務は、「第８０回国民スポーツ大会記録業務基本方針」

に基づき、第８０回国民スポーツ大会青森県準備（実行）委員会（以下「県委員会」という。）、

会場地市町村準備（実行）委員会（以下「会場地委員会」という。）及び関係競技団体が連携し

て円滑に業務を推進できるよう、この基本計画により実施する。 

 

１ 対象競技 

第８０回国民スポーツ大会（冬季大会を除く）における正式競技及び特別競技とする。 

 

２ 記録本部 

  県委員会及び会場地委員会は、記録業務の円滑な推進を図るため、競技に関する競技成績・

記録、定期連絡、緊急連絡等（以下「競技記録等」という。）を処理する記録本部をそれぞれ

設置する。 

（１）競技会場記録本部 

   会場地委員会及び関係競技団体は、実施競技に関する競技記録等を処理及び発表し、県

委員会へ送信するための競技会場記録本部を設置する。また、複数の会場で実施される競

技については、各競技会場の競技記録等を取りまとめるための競技記録集約会場を決定す

る。 

（２）県記録本部 

   県委員会は、全競技の実施状況、競技記録等を収集及び発表し、都道府県総合成績を算

出するため、県記録本部を設置する。 

 

３ 業務内容 

（１）競技会場記録本部 

① 競技記録等の決定 

  競技会場記録本部は、競技の実施状況を把握し、競技記録等を取りまとめるとともに、

競技別総合成績を決定する。 

② 県記録本部への送信 

  競技会場記録本部は、競技記録等及び競技別総合成績を県記録本部へ送信する。 

③ 競技会場における競技記録等の発表 

  競技会場記録本部は、競技記録等及び競技別総合成績を競技会場において発表する。 

令和３年１２月２１日 

第１０回常任委員会 決定 
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④ 競技記録集約会場 

  集約会場に決定された競技会場記録本部は、その他の競技会場の競技記録等及び競技

別総合成績を取りまとめ、県記録本部へ送信するとともに発表する。 

（２）県記録本部 

① 競技記録等の収集 

  県記録本部は、全競技の競技記録等及び競技別総合成績を競技会場記録本部又は競技

記録集約会場から収集する。 

② 競技記録等の発表 

  県記録本部は、全競技の競技記録等及び競技別総合成績を発表するとともに、記録・成

績等に関する照会に対応する。 

③ 都道府県総合成績の算出・発表 

  県記録本部は、収集した競技記録等及び競技別総合成績から、都道府県総合成績を算

出し、発表する。 

 

４ 記録システム 

県委員会は、競技記録等及び競技別総合成績の収集、都道府県総合成績の算出、発表を正確

かつ迅速に処理するため、次の記録処理システムを構築する。 

（１）競技記録等及び競技別総合成績を競技会場記録本部又は競技記録集約会場から県記録本

部へ速やかに送信できるシステム 

（２）競技記録等及び競技別総合成績から、速やかに都道府県総合成績を算出できるシステム 

（３）競技記録等及び競技別総合成績並びに都道府県総合成績を速報できるシステム 

 

５ その他 

（１）公開競技の記録業務 

  競技記録等は、中央競技団体が県委員会へ報告する。 

（２）デモンストレーションスポーツの記録業務 

  競技記録等は、会場地市町村が県委員会へ報告する。 

（３）この計画に定めるものほか、必要な事項は別に定める。 
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第８０回国民スポーツ大会輸送・交通基本計画 

 
第８０回国民スポーツ大会輸送・交通基本方針に基づき、県、会場地市町村、関係機

関及び関係団体等は相互に緊密な連携を図り、第８０回国民スポーツ大会（以下「大会」

という。）の輸送・交通業務を円滑に推進する。 

 
１ 輸送・交通業務の一般的事項 

（１）輸送対象者 

輸送の対象者は次のとおりとする。 

ア①大会参加者  

① 選手・監督 

② 都道府県選手団本部役員 

③ 大会役員 

④ 競技会役員 

⑤ 競技役員 

⑥ 招待者 

⑦ 報道関係者 

⑧ 視察員 

⑨ 式典出演者 

⑩ 大会実施本部係員、大会補助員、大会協力者等 

⑪ 競技会係員、競技会補助員、競技補助員、競技会協力者等 

⑫ その他、県または会場地市町村が必要と認めた者 

イ 一般観覧者 

（２）実施期間 

   輸送・交通業務を行う期間は、原則として総合開会式３日前から総合閉会式終了

１日後までの間とする。ただし、競技の特殊事情から必要と認められる場合は、会

場地市町村が別に期間を定める。 

（３）業務の範囲 

   輸送・交通業務の範囲は、全国輸送、総合開・閉会式輸送、競技会場地輸送及び

その他大会諸行事に直接関係する会場等の相互間の輸送とする。 

   輸送対象者、車両、発着場所及び発着時刻等を定め、計画的に行う輸送（以下「計

画輸送」という。）は、原則として概ね２㎞未満の距離は行わない。ただし、地域

の交通事情等を勘案し、県と会場地市町村が協議の上、必要と認められる場合は、

この限りでない。 

 
２ 全国輸送 

（１）全国輸送計画の策定 

   県は、関係機関及び関係団体の協力を得て、全国から来県する選手・監督及び都

道府県選手団本部役員等の全国輸送計画を策定する。 

     なお、計画の策定にあたっては、各都道府県等に対する来会意向調査を実施する。 

 

令和３年１２月２１日 

第１０回常任委員会 決定 
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（２）輸送業務の範囲 

     全国から来県する選手・監督及び都道府県選手団本部役員等について、各都道府

県出発地から宿泊地の間とする。 

 

（３）集合・解散輸送 

   選手・監督及び都道府県選手団本部役員等の全国輸送は、自由集合・自由解散（鉄

道、航空機、路線バス等の公共交通機関または自家用車等を利用して集合、解散す

ることをいう。）とする。 

   なお、県は必要に応じて、列車の増発・増結、航空機の増便等を関係機関及び関

係団体に要請する。 

（４）指定下車駅等の設定 

   選手・監督及び都道府県選手団本部役員等の指定下車駅等は、県が会場地市町村

と協議の上、宿泊地の最寄りの駅等から設定する。   

（５）輸送案内 

   輸送案内は、県が主要拠点に設置する総合案内所及び会場地市町村が指定下車駅

等に設置する案内所において行う。 

（６）指定下車駅等からの輸送 

   指定下車駅等と宿舎の間の輸送について、輸送距離及び道路交通事情を勘案し、

必要に応じて会場地市町村が行う。 

 
３ 総合開・閉会式輸送 

（１）総合開・閉会式輸送計画の策定 

   県は、関係機関及び関係団体の協力を得て、総合開・閉会式輸送計画を策定する。 

（２）輸送業務の範囲 

   総合開・閉会式に参加する選手・監督及び都道府県選手団本部役員等について、

指定集合地（総合開・閉会式輸送における選手・監督等の集合地をいう。以下同じ。）

と総合開・閉会式会場の相互間とし、原則として計画輸送とする。 

（３）一般観覧者の輸送 

   一般観覧者の輸送は、関係機関及び関係団体の協力を得て、鉄道、路線バス等の

公共交通機関を最大限に活用するとともに、主要鉄道駅及び駐車場等からのシャト

ルバスの運行や臨時乗降場の設置等の必要な措置を講じる。 

   自家用車での来場は、原則として認めない。ただし、総合開・閉会式会場の車椅

子席利用者等の輸送については、別途配慮する。 

（４）指定集合地の設定 

   総合開・閉会式参加者の計画輸送を円滑に行うため、宿舎の分布、参加人員及び

道路交通事情等を勘案し、県と会場地市町村が協議の上、総合開・閉会式輸送の起

点・終点となる指定集合地を設定する。 

（５）指定集合地と宿舎間の誘導 

   指定集合地と宿舎が異なる場合は、指定集合地と宿舎間の誘導を会場地市町村が

行い、指定集合地において県に引き継ぎを行う。 

（６）計画輸送経路の設定 

   県は、輸送距離、所要時間及び道路交通事情等を勘案し、関係機関及び関係団体

と協議の上、総合開・閉会式の計画輸送経路を設定する。 

（７）添乗員の配置 

   計画輸送バスの各車両には、乗降時の誘導、乗車人員の把握及び事故発生等の緊

急時における措置のため、原則として係員が添乗する。 
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（８）車両許可証等の交付 

   会場周辺に乗り入れを認める車両は、一般車両と容易に区別ができるよう別に定

める許可証等を交付する。 

 
４ 競技会場地輸送 

（１）会場地市町村輸送・交通業務の手引きの作成 

   県は、会場地市町村における輸送・交通業務を支援、推進するため、会場地市町

村輸送・交通業務の手引きを作成する。 

（２）競技会場地輸送計画の策定 

   会場地市町村は、会場地市町村輸送・交通業務の手引きを参考に、競技会場地に

おける輸送計画を策定する。 

   なお、同一の競技が２市町村以上の会場地で行われる場合は、関係市町村が協議

して実施する。 

 

５ 車両等及び駐車場の確保 

（１）バス・タクシー等の確保 

   県は総合開・閉会式輸送、会場地市町村は競技会場地輸送について、それぞれが

関係機関及び関係団体等の協力を得て、必要なバス・タクシー等の車両の確保に努

める。 

   なお、県は、競技会場地輸送に必要なバス台数を把握し、会場地市町村と協議の

上、必要に応じて関係機関及び関係団体等にバス確保の協力を要請する。 

（２）鉄道・路線バス等の確保 

   県は総合開・閉会式輸送、会場地市町村は競技会場地輸送について、それぞれが

関係機関及び関係団体等の協力を得て、鉄道・路線バス等について、円滑な輸送の

確保に努める。 

（３）予備車の確保 

   県及び会場地市町村は、大会期間中、予備車を準備して、緊急時に備える。 

（４）駐車場の確保 

   県及び会場地市町村は、道路交通事情及び大会参加者等の車両台数を勘案し、関

係機関及び関係団体等の協力を得て駐車場の確保に努め、その効率的な利用を図る。 

 

６ 交通安全対策 

    県及び会場地市町村は、会場周辺における交通の安全確保と円滑な輸送を図るため、

関係機関及び関係団体等の協力を得て、駐車場及び乗降場における車両の誘導や交通

規制等の必要な措置を講じるものとする。 

  なお、交通安全対策の実施に当たっては、地域住民等への広報活動を行い、協力を

要請するとともに、交通案内標識、案内板等の設置及び各種広報媒体の積極的な活用

により、円滑な通行を確保する。 

 

７ 輸送サービスの推進 

（１）輸送担当係員の講習 

   県及び会場地市町村は、円滑な輸送を推進するため、必要に応じて県及び会場地

市町村の輸送担当係員に対し、業務内容の徹底やサービス向上等のための講習会等

を実施する。 
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（２）輸送関係機関等の講習 

   県及び会場地市町村は、円滑な輸送を推進するため、関係機関及び関係団体等に

対して、業務内容の徹底、サービス向上等のための講習会の実施を求めることがで

きる。 

 

８ 輸送本部の設置 

    県は、輸送・交通業務を円滑に遂行するため、輸送本部を設置する。 

 

９ その他 

    上記のほか、輸送・交通業務に関して必要な事項については、別に定める。 
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